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　この本はヨーロツパ共同体（EC）委員会が1993年10

月30日から11月6日までイタリアのエルバ島で開いた

気候変動度の統計解析に関する　“the　Autumn

School”での講義に基づくプロシーディングスであ

る．このスクールは技術系職員の研修や研究者の養成

が目的の“the　European　School　of　Climatology　and

Natural　Hazards”の一部として行われた．目次を以

下に示す．
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　この本では，観測データの解析と力学的モデルの結

果の解析や予報の評価に統計手法を応用した実例が記

述されている．統計の教科書的な本には書かれていな

いこと，すなわち研究を行う上で実際に統計的手法を

利用する際に直面することについて，最新の論文を引

用しつつ具体的にノウハウを解説しているのが特徴で

ある．この本は応用面に焦点を当てているので，読者

の対象は統計の基礎知識や統計解析の経験がある人で

ある．

　気候の解析に使われるデータは，ほとんどの場合が

その品質に問題がある．観測器械による観測データで

も，その均質性が長年にわたり保たれている場合は少

ない．年輪などの資料から気候変化を推定するときは，

資料そのものに多くの気候要素が非線型に影響してい

るのでさらに複雑である．このようなデータの解析に

使われている手法の紹介だけでなく，研究上の注意事

項とか，一律には決められない有意性の判定基準の経

験的なおおよその目安など，通常の統計の教科書には

書かれていないこともこの本には記述されている．

　パターン解析においては主成分分析がよく使われて

いる．主成分分析で得られる固有ベクトル，すなわち

経験的直交関数（EOF：Empirical　Orthogonal　Func・

tion）は，場を数学的に展開する際の直交関数という

数学的な量にすぎないのに，固有ベクトルのパターン

に物理的な意味あるかのように期待しすぎている面も

ある，という指摘は思い当たる面もある．主成分分析

や回転EOFsを紹介するにとどまらず，空間要素（た

とえば格子点値）と時間要素（時系列）をともに入れ

た行列を主成分分析するという点は従来のExtended

EOFsと同じだが，空間要素の数よりも時間要素の数

を多くした行列を主成分分析するMultichannel　Sin・

gular　Spectmm　Analysisは，パターンの物理的解釈

に有効なので試みてはどうかと，応用例も含めて紹介

してある．

　力学モデルによるシミュレーションの結果の評価に

は，格子点ごとに平均値の差を検定する，いわゆるt

検定が一般に使われている．それに対し，特徴的なパ

ターンを示す複数の格子点をまとめて検定する
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Multivariate　Testing　ApProachを使ってみてはどう

かという提案も本書でされている．また一般に予報の

評価は甘すぎる場合が多く，独立資料による検証が十

分に行われていないとの指摘は痛いところをつかれた

感じがする．サンプル数が少ないならば，Cross

－Validationを利用すべきと述べている．Cross

－Validationは，予報を評価する独立資料が十分にな

いときに，サンプルのうち1～2個を除いて予報モデ

ルを作り，除いた1～2個のサンプルでその予報モデ

ルの結果を評価し，順に抜き出すサンプルを変えて評

価を繰り返す方法である．

　引用文献も豊富にある．文献リストには各文献ごと

に引用された章と節を付記する工夫がされている．こ

の本はそれぞれの章が独立しており，必ずしもぺ一ジ

の順に読むとは限らないので，各文献の関連部分を文

献リストで知ることができるのは便利である．

　最近は統計分析のソフトウェアが手軽に利用でき

る．ソフトウェアの中身を知らなくても，データを入

力すれば結果がすぐ出てくる．そのためその手法の本

来の適用範囲を越えた使い方をしてしまう危険性も大

きい．気軽に使っているソフトウェアの内容を改めて

見直すのにこの本は好適である．論文でよく目にする

現役の一流研究者（目次参照）をそろえたこのスクー

ルを受講できた人たちは幸せだ．

　　　　　　　　　（気象庁予報部予報課　青木　孝）
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　　　　　　　　情報収集へのご協力のお願い

　地球温暖化／気候変動に関する研究は，多くの側面か

ら取り組まれていますが，早期の予防的対応に向けて，

その影響をいかにして検出するかが，IPCC（気候変動

に関する政府間パネル）などでの重要な話題として取

り上げられています．これは，気温，降水量の変動な

どの気象に関する要素だけでなく，生態系や極氷圏な

ど気候に鋭敏なシステムに現れる影響をも対象とし

て，変化を検出しようとするもので，各国ではすでに

いくつかの研究が進んでいるようです．

　国立環境研究所でも，自然及び人間社会に対する，

地球温暖化／気候変動の影響の検出の手がかりとして，

さまざまな分野における，猛暑，冷夏，暖冬などの異

常気象による影響，もしくは，長期的な気候変動の影

響と考え得るような変化等についての研究事例を収集

しようとしております．

　つきましては，各位のご専門の分野において，地球

温暖化／気候変動の影響，及びその検出方法等に関する

研究事例をご存じでしたら，下記宛先までお知らせ下

さいますよう，ご協力をお願い致します．
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　　　　国立環境研究所　社会環境システム部

　　　　原沢英夫

　　　　Tel：0298－50－2507

　　　　Fax：0298－58－2645

　　　　EMail：harasawa＠nies．go．jp
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